
社会資本総合整備計画　　事後評価書
 12  都市空間における防災性の向上と円滑な交通を支援する街路整備
 平成２１年度～平成２５年度（５年間） 秋田県、秋田市、仙北市

①災害時の支援道路となる緊急輸送道路の橋梁耐震化率を向上（H21：0% → H25：25%）
②安全に通行できる歩行空間確保率を向上（H21：0% → H25：12%)

①街路事業により整備する緊急輸送道路上にある橋梁について、耐震化が必要な橋梁の整備率を算出。（橋長15m以上対象）

（橋梁耐震化率）＝［（整備済み橋梁数）／（緊急輸送道路上の橋梁数）］×１００（％）※下部工・上部工をそれぞれ１とする。

②歩道未設置の通学路において、歩行空間が確保された延長の割合。無歩道区間の解消・無電柱化による有効幅員（2m以上）確保延長より算出。

（歩行空間確保率）＝［（歩行空間確保延長）／（整備計画区間全延長）］×１００（％）

百万円 百万円 百万円 百万円

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

各事業主体へヒアリングし、秋田県建設部都市計画課で取りまとめを実施 公表の方法

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　地方道路整備事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 備考
種別 種別 対象 間接 種別 H21 H22 H23 H24 H25

12-A1 街路 一般 秋田県 直接 秋田県 S街路 改築 千秋広面線（手形） 現道拡幅 L=0.5km 秋田市 405
12-A2 街路 一般 秋田市 直接 秋田市 S街路 改築 秋田環状線（牛島駅前） 街路整備 L=0.7km 秋田市 359
12-A3 街路 一般 秋田市 直接 秋田市 S街路 改築 千秋久保田町線 現道拡幅 L=0.1km 秋田市 791
12-A4 街路 一般 仙北市 直接 仙北市 S街路 改築 岩瀬北野線 街路整備 L=0.5km 仙北市 210
12-A5 街路 一般 秋田県 直接 秋田県 S街路 改築 久保田古館線 現道拡幅 L=0.2km 鹿角市 234

合計 1,999

Ｂ　関連社会資本整備事業
番号 事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H21 H22 H23 H24 H25

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

番号 事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H21 H22 H23 H24 H25

合計 0

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名
省略 事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）工種 （延長・面積等）

工種 （延長・面積等）
要素となる事業名

（延長・面積等）

事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

交付対象事業

事　 　後　 　評　 　価

　秋田県ホームページで公表

事業内容 市町村名 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

　平成２７年度

0
Ｃ

0 効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,999
Ａ

1,999
Ｂ

0% 0% 25%

0% 4.7% 12.3%

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H21当初） （H23末） （H25末）

一体的に実施することにより期待される効果

計画の名称

計画の期間 交付団体
計画の目標

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

　秋田県全域を対象に、歩道未設置の通学路において歩道整備や電線地中化等による歩行者の安全確保、緊急輸送道路に位置づけられた路線において橋梁耐震補強や耐荷力向上等の質的改良による防災対策
などを行い、都市の防災性能の向上と、歩行者・自転車や車両等が円滑に通行することが出来る都市空間を整備する。

定量的指標の現況値及び目標値
備考

事業者

事業者

事業者

要素となる事業名

（事業箇所）

省略
工種

省略
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２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・千秋広面線（手形）における手形陸橋下部工の耐震補強を実施したことで、緊急輸送道路の安全性が向上した。
　交付対象事業の効果の発現状況 ・千秋広面線（手形）の現道拡幅により、歩道が整備され、通学路の歩行空間が確保された。

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・引き続き、千秋広面線（手形）における手形陸橋上部工の耐震対策、及び橋梁長寿命化修繕計画に基づく老朽化対策を実施し、一層の安全性向上を図る。
・引き続き、継続箇所の整備を推進し、通学路における安全で快適な歩行空間の確保を図る。

目標値と同値
目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

25

25

12.3

13.1

%

%

%

%

指標①（橋梁耐
震化率）

指標②（歩道空
間確保率）

Ⅱ定量的指標の達成状況

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値
補正予算等により、事業進捗が図れたため。
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